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コロナに罹患して、体調を崩してから、ほぼひと月

近く経過しました。当初は、体力で抑えていたようで

すが、ちょうどアンデレ宣教神学院の授業の週に、体

力、気力の限界を越えました。5 月 14 日(金)に陽性

がハッキリしましたら、一気に、39 度を超える高熱

になったのです。この日から、メルマガが止まりまし

た。もちろん、動画のアップも止まりました。また、

礼拝の御用を始め、ウィークリィの作成から、全て担

っていた教会の働きが止まりました。もちろん、幸い

なことは、教会の働きについては、今井直喜師、加瀬

宣雄師、今井 久美子師らが、全て担って下さり、本当

に安心して、入所、静養に専心することができました。

本当に感謝しています。 

New Creation Church in Kyoto since 1997 

Miracles 
これはしない！ 
 

主管牧師 藤林イザヤ 
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メルマガについては、2015 年 9 月 3 日に始めて

以来、初めて休刊になりました。毎日のライフチェン

ジング・メッセージ！動画については、昨年の 12 月

14 日に始めて以来、ちょうど、5 ヶ月で止まりまし

た。口惜しいとか、悔しい……という気持ちを抱くこ

ともできませんでした。しんどかったからです。 

16 日にホテル隔離に入り、22 日に退所できまし

た。が、振り返りますと、4 月 21 日辺りから、ほと

んど、運動もせずに、部屋にこもりきり……だったも

のですから、体がぐだぐだになっている……というこ

とが、よくよく分かりました。 

退所した日でした。お医者様は、もうコロナを感染

させる心配はないので、ドンドン外に出て、運動して

下さいね、と押しだしてくださったので、さっそく、

歩いてみよう！！ということで、歩き始めました。 

愕然としました。はい。まずは息が切れます。サッ

サと登っていた階段も、3 回ほど休憩したのです。 
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こんなにも、体が弱っていたのか……と、改めて感

じ入った次第です。 

翌日は、聖日礼拝でした。せっかくなので、散歩で

見付けていた、木陰で礼拝を捧げよう……と、意気込

んだのですが……いや、行き着くのが大変でした。結

局、着いたのは、礼拝開始ギリギリになってしまいま

した。そこから 1時間半。熱い！！今井直喜師のメッ

セージに、励まされながらも、ひさびさに、起き上が

ったということもあり、横になりたい……！！という

気持ちと戦いながらの礼拝でした。 

ちょうど、良い天気だったので、高齢者の方々が、

お弁当を開いて、楽しくお食事をなさっていました。

そうです。相当、お腹が減ったのでした。 

帰りが大変でした。礼拝に相当疲労し、お腹はペコ

ペコ。もちろん、心肺機能と歩く足はグダグダ。いや、

倍ほどの時間がかかりましたが、何とか自宅へたどり

着きました。昼食はスンドゥブカルビ丼でした。 
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こんな調子では、どうなることやら……と心配しま

した。すると、主は素晴らしい助け手を下さったので

す。そうです。T 君が、アバハウスに滞在されること

になっていたからです。彼を誘って、リハビリをご一

緒しよう！と思いまして、先週はずっとご一緒しまし

た。途中、彼もくたびれた時は、お休みになりました。

でも、私にとっては、まだ、何もできない現実の中で、

T君と一緒することは、とっても励みになったのです。 

徐々に、歩数も増やしました。何とか、1万歩を超

えてくるようになったのです。T 君とご一緒に筋トレ

も少し始めました。でも、ずっと！！しんどいのです。 

スッキリしないのです。帰ってくると、バタンキュ

ーでした。こんなにも、体が、弱り果て、よれていた

のか……と、改めて感じた次第でした。 

それでも、何でも、体を動かす必要がありますね。

動かしてなんぼ、ですから。しんどくても、辛くても、

動かし続けました。すると……（9ページに続く！）  
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2021 年6 月6 日(日) 聖日礼拝 1１時００分  

主題『』 

説教者： 藤林イザヤ 
 

＜京都中央チャペルの確信！＞ 

①十字架にあやかる洗礼による新生！ 

②子という自覚と変化という成長！ 

③成長を支える方向性 エフェソ書4.22-25 

 古い人＝以前の生き方、生活習慣を脱ぎ捨てる！ 

 新しい人＝神の像に即した新しい習慣を着る！ 

④成熟して豊かな実りを生み出す！ 詩編1.1-3 

⑤神の相続人として宣教の器として活躍する！ 

 

 

聖書箇所  ローマ書8.14-15 

 

14 神の霊に導かれる者は、誰でも神の子なのです。 

15 あなたがたは、人を奴隷として再び恐れに陥れる霊ではなく、 

子としてくださる霊を受けたのです。 

この霊によって私たちは、「アッバ、父よ」と呼ぶのです。 

 

 

《洗礼を通して開かれる世界！》 

 

洗礼によって罪の奴隷から解放された存在になった！ 

→神の子という立場を開かれ、主なる神様を「父！」と呼ぶ立場が開かれている！ 

⇒αββα、父よ、と祈ることは、子であるという立場を自覚する大切な祈りとなる！ 

 

 

聖書箇所  マルコ伝14.36 

 

36 こう言われた。 

「アッバ、父よ、 
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 あなたは何でもおできになります。 

 この杯をわたしから取りのけてください。 

 しかし、わたしが願うことではなく、御心に適うことが行われますように」 

 

 

《弱さの必要性》 

 

イエス・キリスト自身の祈りとしてαββαがある！ 

→キリスト者は全て、この父に「αββα」と祈る特権が与えられている！ 

⇒何でもおできになります、という揺るぎない信頼を持って祈り、 

御心が現実化することを願おう！ 
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（メッセージ・ポイント）  

① （      ）という祈りは、 

神の子の特権である！ 

 

C f)ガラテヤ書4.6 

6 あなたがたが子であることは、神が、 

「アッバ、父よ」と叫ぶ御子の霊を、 

わたしたちの心に送ってくださった事実から分かります。 
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② 神の（     ）が現実化する 

神の子人生を歩もう！  
  

 

C f)ヤコブ書4.15 

13 さて、 

「今日か明日、これこれの町へ行って一年滞在し、商売をして一儲けしよう」 

と言う人たち、 

14 あなたがたは明日のことも、自分の命がどうなるかも知らないのです。 

あなたがたは、つかの間現れ、やがては消えてゆく霧にすぎません。 

15 むしろ、あなたがたは、 

「主の御心であれば、生きて、あのことや、このことをしよう」 

と言うべきです。 
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ちょうど、30 日の日曜日でした。この日の礼拝は、

朝にリスニング・プレイヤー・ウォークをしてきたの

ですが、元気！だったのです。久々に、アバハウスで

声を出して賛美し、礼拝できたことも、元気付けにな

ったのは、間違いないですが。昼食を摂ってから、T君

に、福音の恵みをお分かちすることができたからです。

この日は、横になりたい……という気持ちは起こらな

かったのでした。スゴい！！ 

そして先週に入りますと、深呼吸をしますと、肺の

奥に空気を送り込むことが、なかなかできなかったの

に、むせないで、できたのでした。これで、高熱後の

気管支炎も大分治まってきたことを感じたのでした。 

徐々にではありますが、こうして回復へと向かって

きたのです。やはり、体がしんどいと、やはり、こう

してパソコンに向き合うことができませんでした。あ

れだけ、毎日、メルマガを書きまくっていたのに……

です。基本が体なのだ、ということを痛感しました。 



Kyoto Central Chapel Weekly Report 

 

 

 
10 

それが、今朝は、これほど文章を書きましても、体

が普通になっています。これも本当に感謝なことです。 

離れていた期間が 2 週間以上になっていましたら、

指がキーボードに着かないのです。おお、こんなこと

にもなるんだ、と、ビックリしました。でも、こうし

て記していますと、徐々にではありますが、戻って来

ますね。一つ一つ、つむぎ直す感じですね。 

メルマガは……もう少しかかります。でも、きっと、

今までにない恵みが開かれるんだと、私自身も楽しみ

にしています。まずは、聖日礼拝のメッセージを2回、

その上で、次の段階で、ということになると思います。

ずっと走ってきました。でも、覚悟を決めて、幾つか、

これは辞める！と決めました。ご迷惑をおかけするこ

ともあります。でも、しない！と決めたのです。それ

は、これをする！！ということに、専心するためです。

しないことを決めると、なすべきことがより明確にな

るのですね。さあ、踏み出しますよ！  
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【藤林邦夫師 3 分間メッセージ】『語り掛ける声』199 
 

聖書学校での授業の時に、1 人の学生が先生に質問しました。 

「エバに、蛇が言ったとありますが、蛇がしゃべるなんてことは、あるんでし

ょうか？」 

すると先生は、こう答えたのでした。 

「蛇だけではありません。ロバもモノを言ったと書いてあります」 

それ以来、私の心の中に、蛇が本当にしゃべったのだろうか？という疑問が生

じてきたのですが、いつしか、そのようなことは何ごともなく心の中に収まって

しまいました。 

 

北原白秋の詩に、 

「落葉焚けばおもしろ 

櫟（くぬぎ）の葉はふすふす 

萱（かや）の葉はちょろちょろ 

松の葉はぱちぱち」 

というのがあります。 

木の葉は、その葉なりの声を出して燃えるものなのです。その声を聞き分ける

ことのできる人が詩人です。 

 

詩編には、「もろもろの天は神の栄光を現し、大空は御手の業を示す。この日は

言葉をかの日に伝え、この夜は知識をかの夜に告げる。話すことなく、語ること

なく、その声も聞こえないのに、その響きは全地にあまねく、その言葉は世界の

果てにまで及ぶ」（19.1-4）とあります。 

この詩人、ダビデは自然万物の中に、神の御業を語り伝える声を聞きました。

まことに被造物は、創造者なる神を賛美しているのです。その声を聞く人は幸い

です。 

 

ある人が、愛する者を亡くして、傷心の身を海辺に置いていました。寄せては

帰す波の音に「彼らは生きている。生きている」と声を聞きました。 

波は、彼女の心に優しく語り掛けてくれたのです。 

声なき声を聞く耳を持つことは、心を豊かにします。聞こうとすれば、何か聞

こえるのです。  
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★今週の予定 

6日(日) 聖日礼拝 11：00− アバハウス  

 2021 年度 第1回KCC 信徒総会 12:30- アバハウス ※Zoom配信有 

 欠席される方は、委任状をご提出下さい。 

10日(木) BLD祈祷会 19：30− アバハウス 宋 志雄師 

 

★礼拝のご案内 

 日曜日   教会学校・New Creation Seminar 9：15−；30- アバハウス 

       聖日礼拝  11:00- アバハウス 

       手話礼拝  11:00- アバハウス (第三週目の聖日礼拝) 

       支援礼拝  13:30- アバハウス 

木曜祈祷会 19:30- アバハウス 

 

★ 6月の予定 

13日(日) 聖日礼拝 11：00− アバハウス 

17日(木) BLD祈祷会 19：30− アバハウス 吉田義則師 

20日(日) 聖日礼拝 11：00− アバハウス 父の日祝福祈祷 加瀬宣雄師 

 ※通常礼拝再開！ 

23日(木) BLD祈祷会 19：30− アバハウス 越智 晃師 

27日(日) 聖日礼拝 11：00− アバハウス 今井直喜師 

 

★ 7月の予定 

1日(木) BLD祈祷会 19:30- アバハウス 和田 力神学生 

4日(日) 聖日礼拝 11：00− アバハウス 

8日(木) BLD祈祷会 19：30− アバハウス 安達隆夫師 

11日(日) 聖日礼拝 11：00− アバハウス 加瀬宣雄師 

◆2021年6月3日のBLD祈祷会出席者数  ≪合計19名≫ 
◆2021年5月30日(日)の礼拝出席者数 ≪合計58名≫ 

  CS…5名 礼拝(ｱﾊﾞ)…9名 礼拝(Zoom)…44名 

! "#$%&'()! *+,,+-./0123!
〒604-0845 京都市中京区烏丸御池上る二条殿町540 

Tel: 075-229-3058 Fax: 075-229-3059 
  http://www.chuochapel.com 
    郵便振替 ０１０９０－３－５２９２２ 名義：京都中央チャペル 


